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０ 子どもたちの未来のために

３ 小中一貫教育を推進する
ための学校施設等について

１ 中学校区学園化構想

２ 小中一貫教育の推進



子どもたちの未来のために

地域の教育力を園・学校に



中学校区学園化構想

②地域コーディネーター
を中心とした園・学校ボ
ランティアを活用した教
育活動を展開

①各中学校区の園、学校
が連携をして、子どもの
教育にあたる

学校・家庭・地域が連
携して子どもを育む教
育を推進



中学校区学園化構想

「すごい！」

学園内の小中学生が一緒に
学習・活動

学園内の小学生が一緒に
学習・活動

小中の交流を深める

小小の交流を深める



中高の交流

幼中の交流

幼小の交流

中学校区学園化構想



中学校区学園化構想

「すごい！」

保幼小中連携して研修会

地域の教育力を生かして教職員の連携を深める

学校・家庭・地域の連携



世の中の動き

ところが

掛川の
子どもたちのために



世の中の動き 【情報化】

世界と
つながる



世の中の動き 【情報化】

＜社会＞

・人工知能
・情報通信技術
・仮想現実
・拡張現実

ＡＩ
ＩＣＴ
ＶＲ
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世の中の動き 【情報化】

プログラミング教育

Pepper
プログラミング

コンテスト
全国大会出場報告



世の中の動き 【情報化】

プログラミング教育



世の中の動き 【情報化】

家庭学習



世の中の動き 【情報化】

授業の変化



世の中の動き 【情報化】

授業の変化

録画や録音で、客観的に振り
返りが可能に

子どもの様々な考えを簡単に
比較・共有



世の中の動き 【国際化】

＜社会＞
・情報化による世界とのつながり

自宅で英会話レッスン

・外国人数の増加
→昔と今の違い



世の中の動き 【国際化】

・ラグビーＷ杯
・東京オリンピック…

英語



世の中の動き 【国際化】

＜学校＞
・小学校外国語科・外国語活動

2020年(H32)次期学習指導要領 小学校

３・４年生… ０→35時間（週1時間）

５・６年生…35→70時間（週２時間）



人口問題

しかも…



世の中の動き 【人口問題】



世の中の動き 【少子化】

＜学校＞
○良い点
・個々への指導、支援が充実する
（目の行き届いた教育）
・教師と子ども、子ども間の人間
関係が密になる
・異学年のつながりが増える



世の中の動き 【少子化】

＜学校＞
○問題点
・人間関係の固定化
➡暗黙の序列化
➡意欲の喪失
➡自然の競い合いや
切磋琢磨の機会の減少
➡活力やたくましさの低下



世の中の動き 【少子化】

＜学校＞
○問題点
・色々な人、様々な考え
➡社会性の育成

・単学級
➡クラス替えが

できない



原野谷学園は？

H7, 435

H10, 362

H15, 237
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原野谷学園 児童生徒数の推移（実数値による）

原谷小 原田小 原野谷中



原野谷学園は？

●全ての学校の子どもの数が減少
●小中学校共に減少率は４０数％

このまま減り続けたら・・・

１９９５年（平成７年）

学校名 人数

原谷小 ４３５

原田小 １７４

原野谷中 ２８０

２０１７年（平成２９年）

人数（人） 増減（人） 割合（％）

２１１ －２２４ ▲４９

７６ －９８ ▲４４

１１６ －１６４ ▲４１

２２年後
の今



原野谷学園は？

2017年（平成29年）211人

1995年（平成7年）435人

●y-ax+b
a：22年間に-224人 ※毎年約10人ずつ減少
b：211人

y＝－10ｘ＋２１１

●yが０になる時を計算すると、x=22
このまま減り続けると、22年後に原谷小児童数は０になる。
※原田小17年後、原野谷中16年後

22年後 Ｘ年後



まとめると…

●社会変化に伴い、学校も変化
●少子化、人口減少が問題
●原野谷学園の学校 同じような減少傾向
●数十年後のイメージ
➡運動会…徒競走、紅白
➡教員も少人数化 学校の維持管理
➡ＰＴＡ、経済、地域 多面的な考察



小中一貫教育の推進（学園化構想を生かして）

教
育
目
標
・
教
育
課
程

教
育
目
標
・
教
育
課
程

教
育
目
標
・
教
育
課
程

小・中学校が、互いに情報交換や交
流を行うことを通じて、小学校教育か
ら中学校教育への円滑な接続を目指す
様々な教育

小・中学校が目指す子ども像を
共有し、９年間を通じた教育課程
を編成し、系統的に行う教育

教
育
目
標

教
育
課
程

小中連携教育 小中一貫教育



小中一貫教育の推進（学園化構想を生かして）

「いいね！」

・学習指導 学習規律、学習習慣、学習意欲の向上等

・生徒指導 進学不安、中1ギャップの緩和等

・教職員 共通実践、相互の良さ、教員負担等

「施設形態」

・一体、隣接、分離



小中一貫教育の推進（学園化構想を生かして）

学習指導

・学習指導
・生徒指導
・教職員

・専門性を生かした指導
乗り入れ授業の充実
➡教科担任制
➡学ぶ意欲の向上
➡英語教育やプログラミング教育等専門性を必要とす
る教育の充実

・小小交流、小中交流の充実

９年間を見通した指導



小中一貫教育の推進（学園化構想を生かして）

教職員

・学習指導
・生徒指導
・教職員

・教職員間の研修体制
小学校と中学校のつながり➡一貫カリキュラム
小学校間の教職員の研修体制強化
単学級の学校➡同学年での教材研究

生徒指導
・校種を超えた教職員全体での子どもたちへの関わり
➡多面的な指導、子どもたちとの信頼関係
➡子どもの安心感

９年間を見通した指導



小中一貫教育の推進

小中一貫教育を推進する
ための学校施設等について



小中一貫教育推進のための施設形態

●小中一貫教育の型や方法は、様々ある。
例 ・一体、隣接、分離

・6-3制、4-3-2制

一体・隣接・分離

一
貫



小中一貫教育推進のための施設形態

●施設一体型・同一の校舎内に小中学校の全学年

（9学年）がある。
・組織、運営共に、一体的に一貫教育を行う。
・学校施設は新規に施設を建設、または既存の施設を
改築する。

●施設隣接型
・隣接する小中学校で、教育目標、教育課程に一貫性
を持たせる。

・学校行事を小学校及び中学校で合同で実施する等、
一体感のある教育活動を行う。

●施設分離型
・離れた場所にある小中学校で、教育目標、教育課程
に一貫性を持たせる。

・小中が互いに連携を図りながら教育活動を実施する



小中一貫教育推進のための施設形態

●施設一体型

Ａ中学校

Ｂ小学校 Ｃ小学校

○○学園小中学校（一体型）
新築？ 増築・改修？

適した校舎
・全校児童・生徒数が一定数以下

一体型の良さ
・児童生徒の交流
・小中一貫教育を推進しやすい環境
→教職員の専門的な授業
→子ども同士の関わり 等

一体型の課題
・９年間同じ校舎、
・１～９年生まで使える校舎設計
・通学方法
・教職員、PTA組織 等



小中一貫教育推進のための施設形態

●施設隣接型

Ａ中学校Ｂ小学校

・小学校と中学校の校舎が同一敷地内又は隣接する敷地内に
別々に設置されている。

・成長段階に応じて、小学校高学年から中学校の校舎で学習

掛川市には現在該当する学園はありません



小中一貫教育推進のための施設形態

●施設分離型

Ａ中学校

Ｂ小学校 Ｃ小学校

適した校舎
・全校児童・生徒数が一定数
を超えて大規模になる場合

・校舎の配置について、
基本は現状と変わらない

・児童生徒数減少に伴い、
小、中学校の統廃合の
場合もあり得る

分離型の良さ
・これまでの校舎を基本的に活用
・今の地域に密着
・小学生の通学 等

分離型の課題
・児童生徒との交流時間の確保
・教職員同士の打合せ時間の確保
・単学級に伴う課題 等



小中一貫教育推進のための施設形態

●施設分離型 色々な形態（例）

Ａ中学校

Ｃ小学校

Ｂ小学校

・１つの小学校が、中学校と一体型、もう１
つの学校が分離型（浜松庄内学園等）

（分離型）

Ｃ小学校



小中一貫教育推進のための施設形態

●施設分離型 色々な形態（例）

○○学園初等部
（１～４年）

・学年の区切りを４－５制、又は４－３－２制
等にして、初等部を１校、中等部を１校にした
形態（福岡市 能古小・中学校）

○○学園中等部
（５～９年）

他にも色々な形態が
考えられます



校舎について
●原野谷学園の校舎の現状

学校名

施設概要

施設名
延床面
積（㎡）

建築
年・月

経過年
数（年）

5年後
（年）

10年後
（年）

備考

原谷小学校

校舎（東棟） 2125 S47.3.1 45 50 55

校舎計2,956㎡
屋内運動場計
698㎡

給食荷受 29 S47.3.1 45 50 55

校舎（西棟：特別
教室）

802 H5.3.1 24 29 34

屋内運動場 698 S57.3.1 35 40 45

原田小学校

校舎 1681 S56.3.1 36 41 46
校舎計1,708㎡
屋内運動場計
699㎡

校舎（生活科ス
ペース）

27
H10.10.

1
18 23 28

屋内運動場 699 S57.3.1 35 40 45

原野谷中学校

校舎（南棟西） 917 S36.3.1 56 61 66

校舎計3,174㎡
屋内運動場計
1,308㎡

校舎（南棟東） 1308 S36.9.1 55 60 65

校舎（湯沸棟） 59 S63.3.1 29 34 39

校舎（北棟） 861 S63.3.1 29 34 39

EV棟 29 H15.9.1 13 18 23

屋内運動場 1308 H23.2.1 6 11 16



もしも…

●一体型の学校を建設するならば・・・
複合化・多機能化を視野に入れた校舎の構想・設計（例）

小
中
一
貫
教
育
を
推
進
す
る
た
め
の

一
体
型
・
分
離
型
等
を
含
め
た
、
学
園

の
在
り
方
の
検
討

一
体
校
整
備
基
本
構
想

基
本
設
計

実
施
設
計

工

事

約1年～数年

土地は？建物の位置は？
教室や特別教室の配置は？
地域に必要な施設は？ 等

約1年 約1年 約1年半

学校開校準備会

建設関係

カリキュラムは？ＰＴＡ組織は？
通学手段は？
開校までの小小、小中連携は？
校章は？校歌は？
仮校舎の必要性は？ 等

一
体
校
建
設
へ

一
体
校
開
校



もしも…

●分離型の学校を維持するならば・・・

小
中
一
貫
教
育
を
推
進
す
る
た
め
の

一
体
型
・
分
離
型
等
を
含
め
た
、
学
園

の
在
り
方
の
検
討

必要に応じて
・校舎の補修
・長寿命化もしくは建て替え

課題
○小中一貫教育の効果への期待
○学校施設への投資の難しさ
（人口減少に伴う財政上の課題等）

○児童生徒数の減少に伴う小学校同士や中学
校同士の統廃合

分
離
型
の
学
校

（
現
状
維
持
）

市内の古い校舎か
ら、校舎の長寿命
化もしくは建て替え
について、今後検
討していく



●学園化構想を生かした小中一貫教育の推進
●施設形態には色々な形がある
➡一体型、分離型、（隣接型）
●原野谷学園の校舎の老朽化
●校舎の建て替え
➡多額の費用がかかる
●原野谷学園の子どもたちにとってよりよい
教育環境を考える必要がある

まとめ



現状について

平成29年度～
原野谷学園新たな学園づくり地域検討委員会

平成28年度
中学校区学園化構想第2ステージ検討委員会

平成29年度
かけがわ市小中一貫教育推進基本方針



未来の子どもたちの教育環境について

保護者の皆様の御意見をお寄せください


